
（別紙３）

～ 令和　７年　６月　１４日

（対象者数） 32 （回答者数） 32

～ 令和　７年　６月　１０日

（対象者数） 12 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・実施しているカリキュラムの質をさらに向上していきた
　い。
・勉強会、研修会

2
・引き続き、保護者様に寄り添いながら連絡を取っていき
　たい。
・個々の特性についての理解を深めていく。

3
・避難用具等を少しずつ揃えていく。
・定期的に消防署から訓練にきてもらい、実践的な
　指導を受けていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・近所の園に交流会の相談へいく。
　（目的や交流内容なども含めて、職員と検討していき
　たい。）

2

・他の事業所などを参考に情報収集をしたい。
　（手段や開催内容）
・保護者様の相談内容などをまとめていきたい。
・研修会や勉強会をとおして、より知識の向上を目指して
　いきたい。

3
・他の事業所などを参考に情報収集をし、
　検討していきたい。
・通所している保護者様のニーズ等も把握していきたい。

○事業所名 ラベンダー

○保護者評価実施期間 令和　７年　５月　１９日

○保護者評価有効回答数

令和　７年　６月　２日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　７年　６月　２４日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者同士の交流の機会がない。 ・開催方法、場所、日程等の段取りが困難なため

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育園、幼稚園など地域の子どもとの関りや交流は
していない。

近所の園との交流を試みていない。

家族に対してのペアレントトレーニングが行われていない。
・ペアレントトレーニングを個別でしか行えていない。
（方法や開催内容が具体的に検討できていない。）

・子どもや保護者のニーズに合わせた計画書の作成。
・活動プログラムが偏らないように、毎月の課題やイベント
　を考えられている。

・定期的にモニタリングを実施し、それぞれの子どもに応じ
　たプログラムを実践している。
・月ごとにカリキュラムを変えている。
・運動やビジョントレーニング、SST,机上トレーニング等
　幅の広い支援ができている。

・子どもの状況、健康や発達状況を保護者と共通理解ができ
　ている。

・送迎時に、一日の様子を伝達。
・家での状況把握(聞き取り)
・職員間の共通理解(朝礼・ノートの記入)

・非常時の対応
・事故防止

・地震、洪水、火災、防犯等、さまざまなシチュエーション
　を想定しながら、避難訓練を実施している。
・保護者様にも情報を発信している。
・年度ごとにマニュアルを見直しし、新任者にも研修を行っ
　ている。
・ヒヤリハットを活かし、再発防止に努めている。

事業所における自己評価総括表公表


